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こしみず議会だよりこしみず議会だより

　

▼
契
約
先

　
　

日
本
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
合
同
会
社　
　

　
　

北
見
営
業
所

　

▼
契
約
金
額　

２
千
９９７
万
５
千
円

契　

約

計　

画

人　

事

建
設
機
械
（
除
雪
グ
レ
ー
ダ
ー
）
交
換

事
業
に
か
か
る
購
入
契
約
の
締
結

▼
委
員　

 

坂
井　
　

晃　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

関
山　

美
和　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

成
戸　

明
男　

氏
（
新
任
）

▼
任
期　
　

自　

令
和
２
年
７
月
１
日

　
　
　
　
　

至　

令
和
５
年
６
月
３０
日

　

農
業
委
員
に
次
の
１５
氏
の
選
任
に
同

意
し
ま
し
た
。

▼
委
員　
　

小
島　
　

睦　

氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　

竹
内　

正
宏　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

浪
岡　

弘
明　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

臼
井　

崇
洋　

氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　

佐
伯　

和
彦　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

相
内　

隆
男　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

須
藤　

隆
司　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

佐
藤　

昌
嗣　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

今
村　
　

昇　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

吉
田　

正
貴　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

古
川　

勝
喜　

氏
（
新
任
）

　
　
　
　
　

鈴
木　

清
一　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

馬
渕　

泰
子　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

今
城　

京
子　

氏
（
再
任
）

　
　
　
　
　

渡
邊　
　

敦　

氏
（
新
任
）

▼
任
期　
　

自　

令
和
２
年
７
月
2０
日

　
　
　
　
　

至　

令
和
５
年
７
月
19
日

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
次
の
３
氏
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

小
清
水
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
任

　

▼
契
約
先　

　
　

株
式
会
社　

北
興

　

▼
契
約
金
額　

５
千
６７６
万
円

此
の
花
橋
長
寿
命
化
修
繕
工
事
に
か
か

る
契
約
の
締
結

　

小
麦
加
工
処
理
施
設
整
備
事
業
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

小
清
水
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村

計
画
の
変
更

 

令和2年度 補正予算

　歳入歳出予算の総額にそ
れぞれ２億６，４７４万９千円
を追加し、歳入歳出の予算
の総額を６２億４，５８３万９千
円とするものです。
　主な補正内容は次のとお
りです。

▼一般会計　　
総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

教 育 費

合 計

千円
千円
千円
千円
千円
千円
千円

1,433
551

38,040
145,534
7,247
71,944
264,749

備品購入費など

児童手当システム改修業務委託料など

新型コロナウイルス感染症対策費など

畑作構造転換事業費補助金など

ハイランド小清水725木柵取替工事請負費など

公立学校情報通信ネットワーク環境施設整備事業工事請負費など

補正科目　  補  正  額　　　　　　　  主 な 補 正 内 容 

一 

般 

質 

問

災
害
時
避
難
所
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
等
に
つ
い
て

問 

①

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

中
学
３
年
生
の
数
学
の
み
で
は
な
く
、

　

他
の
教
科
、
他
の
学
年
に
対
象
を
広
げ

　

た
事
業
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
所

　

見
を
伺
い
ま
す
。

　
　
「
新
北
海
道
ス
タ
イ
ル
」
が
出
さ
れ
、

　

避
難
所
の
収
容
人
数
等
に
も
今
後
制
限

　

が
出
て
く
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
対
策
時
の

　

災
害
対
応
に
つ
い
て
住
民
周
知
が
必
要

　

で
す
が
、
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

「
本
気
だ
す
ぞ
！
放
課
後
学
習

サ
ポ
ー
ト
」事
業
に
つ
い
て

問 

①

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

分
散
型
避
難
の
検
討
、
福
祉
避
難
所
の

　

安
全
性
、
災
害
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

　

想
定
し
た
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
対

　

応
に
つ
い
て
も
防
災
計
画
の
中
で
検
討
す

　

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
再
度
考
え
を
お
聞

　

き
し
ま
す
。

問 

②

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

学
習
の
基
本
的
な
こ
と
で
困
っ
て
い

　

た
り
、
悩
ん
で
い
る
生
徒
と
ど
の
よ
う

　

に
向
き
合
う
か
と
い
っ
た
教
育
実
践
に

　

つ
い
て
、
教
育
委
員
会
の
考
え
を
お
聞

　

き
し
ま
す
。

問 

②

工
藤　

 

孝
一 

議
員

　
　

避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
国

　

の
助
言
も
な
さ
れ
、
避
難
所
内
に
お
い

　

て
は
、
発
熱
や
咳
な
ど
の
症
状
に
よ
り
、

答 

①

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

分
散
型
の
防
災
に
つ
い
て
は
、
指
定
避

　

難
所
は
愛
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

答 

②

久
保　

弘
志 

町
長

　
　

現
在
、
小
中
学
校
に
各
１
名
の
臨
時  

　

教
員
と
、
合
わ
せ
て
７
名
の
支
援
員
を

　

配
置
す
る
と
と
も
に
、
A
L
T
（
外
国

　

語
指
導
助
手
）
に
よ
る
英
語
教
育
の
強

　

化
、
習
熟
度
別
の
取
り
組
み
に
よ
る
生

　

徒
の
能
力
に
応
じ
た
教
育
指
導
を
行
っ

　

て
お
り
ま
す
。
学
力
向
上
の
取
り
組
み

　

で
は
オ
ー
ル
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
合
い
言
葉

　

に
道
教
委
、
市
町
村
教
委
、
学
校
が
連

　

携
を
し
て
教
員
の
研
修
事
業
や
公
開
事

　

業
を
実
施
し
、
ま
た
、
先
進
事
例
も
取

　

り
入
れ
な
が
ら
、
工
夫
し
た
取
り
組
み

　

を
行
っ
て
い
ま
す
。 加

藤　

友
幸 

教
育
長

　
　

ま
ず
、
教
科
を
数
学
に
絞
っ
て
い
る

　

の
は
、
数
学
は
小
学
校
の
算
数
か
ら
始

　

ま
り
、
一
年
一
年
の
積
み
重
ね
が
大
事

　

で
、
ど
こ
か
一
つ
抜
け
て
も
理
解
で
き

　

ず
に
苦
手
な
科
目
と
な
っ
て
し
ま
う
反

　

面
、
自
分
の
弱
点
を
解
決
し
て
い
く
こ

　

と
で
苦
手
意
識
が
な
く
な
り
自
信
が
つ

　

い
て
、
暗
記
が
主
な
他
の
教
科
の
学
力

　

も
向
上
し
、
受
験
に
お
い
て
も
確
実
な

　

成
果
が
期
待
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
で

　

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
教
科
は
専
門
教

　

科
の
免
許
を
も
っ
た
教
員
が
授
業
を
行

　

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
で
他
の
教
科
を

　

対
象
と
し
た
場
合
、
現
状
で
は
講
師
の

　

確
保
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
放
課
後
に

　

お
い
て
行
う
場
合
、
時
間
的
な
制
約
が

　

あ
り
ま
す
の
で
他
の
教
科
を
取
り
入
れ

　

る
の
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
他
の
学
年
に
対
象
を
広
げ
る

　

こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
一
つ
に
は
、

　

講
師
確
保
の
課
題
、
二
つ
に
は
、
生
徒

　

に
は
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
校
外
に

　

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
習
い
ご
と
な

　

ど
も
あ
り
、
放
課
後
の
時
間
帯
に
講
習

答 

①

答 

②

加
藤　

友
幸 

教
育
長

　

分
け
た
集
合
ス
ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
等
の
専

　

用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
示
さ
れ
、
ま
た
、

　

災
害
や
被
災
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
指

　

定
避
難
所
以
外
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て

　

確
保
す
る
こ
と
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
対
策
を
あ
ら
か
じ
め
検
討
し
、

　

避
難
所
に
お
い
て
必
要
な
感
染
症
対
策
に

　

関
す
る
物
品
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
「
自
ら
の
命

　

は
自
ら
が
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て

　

い
た
だ
き
、
適
切
な
避
難
行
動
が
と
れ
る

　

よ
う
、
広
報
等
に
よ
る
周
知
や
参
加
型
の

　

防
災
訓
練
な
ど
の
機
会
を
通
じ
て
避
難
行

　

動
等
の
対
策
に
つ
い
て
啓
発
し
て
い
き
ま

　

す
。

　

を
行
う
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

　

い
ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
当
面
、
受
験

　

を
控
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
、
部

　

活
動
な
ど
を
終
え
た
時
期
か
ら
学
習
を

　

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
と
し
て
実
施
し
て

　

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
高
台
に
あ
る

　

中
学
校
を
使
用
す
る
な
ど
柔
軟
に
対
応

　

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
祉
避
難

　

所
に
つ
い
て
は
、
愛
寿
苑
の
一
階
ス

　

ペ
ー
ス
の
大
き
な
面
積
を
確
保
し
て
い

　

ま
す
し
、
必
要
に
応
じ
て
赤
十
字
病
院

　

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
対
応
で
き
る
と

　

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

ト
イ
レ
の
関
係
で
す
が
、
一
時
避
難

　

所
の
機
能
を
持
た
す
防
災
拠
点
型
複
合

　

庁
舎
を
現
在
設
計
中
で
す
の
で
、
屋
外

　

を
含
め
た
ト
イ
レ
機
能
に
配
慮
す
る
な

　

ど
、
災
害
時
に
ト
イ
レ
が
十
分
確
保
で

　

き
る
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と

　

考
え
て
お
り
ま
す
。


